
地域とともにある学校づくりをめざして

～コミュニティ・スクール導入に向けて～
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はじめに

近年、急激な社会の変化に伴い、学校と地域を取り

巻く課題はますます複雑化、多様化しています。

学校では、様々な問題への対応が必要な状況と

なっています。

地域においても、家族形態の変化、価値観やライフ

スタイルの多様化等により地域社会における支え合

いやつながりが希薄化することによって、地域社会の

停滞や教育力の低下などが指摘されています。



我が国における総人口の長期的推移



地方消滅の危機

消滅可能性都市

人口移動が収束しない場合において、２０４０年に若年
女性が５０％以上減少し、人口が１万人以上

人口移動が収束しない場合において、２０４０年に若年
女性が５０％以上減少し、人口が１万人以下

全国約１８００市町村中、
８９６が消滅するおそれ！

●学校が廃校になり、人と人とのつながりが
なくなった。
●今、自治会に入らない人が増加
→誰がどこにいるかわからない！
※災害の時、とても困る！（東日本大震災）

出典 国土交通政策研究所 「地域消滅時代」 を見据えた今後の国土交通戦略のあり方について



これまでの社会、これからの社会

出典 内閣府ホームページ

○進化した人工知能（ＡＩ）が様々な判断を行ったり、身近なものの動きがインターネット経由で
最適化されたりする時代の到来（第４次産業革命）が、社会や生活を大きく変えるとの予測。
○狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、人類史上５番目の新しい社会である
Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の到来が予測。



地域や家庭がもっていた教育力低下の背景

地域の人間関係が希薄化し、
近所づきあいや親戚づきあい
も減少

少子化＝きょうだい・地域の子どもの減少
※子どもたちが「人と関わる」ことに自然に
慣れ、「人と関わりたい」思いを自然に感
じ取っていく、そんな場も機会も失われて
きました。

社会性の基礎となるべきものが
自然に身につくことは困難となってきた。

学校では、どうだろうか？



家庭・学校現場を取り巻く状況

６．４倍
●小中学校で、障がいに応じた特別な
指導（通級指導）を受ける子どもが増加

４．１倍 ２．９倍
●不登校の子どもの割合が増加

発達障がいの診断を受ける子どもの増加
特別支援学校・特別支援学級の子どもは微増
→普通学級に障がいのある子どもが増加

この他にも
学力格差の広がり
愛着障がい
ゲームのしすぎ 等

家庭・学校現場をとりまく課題は複雑化・多様化



さらに、
道徳・外国語の教科化
プログラミング学習
ＧＩＧＡスクール構想
新型コロナウイルス対応



そうした背景の中、「目指す子ども像」を学校と地域

が共有し、一体となって子どもたちの成長を支えていく

ことが求められています。

日吉津村では、「地域とともにある学校づくり」のため

に、令和３年度からの「コミュニティ・スクール」導入を

目指して準備してきました。

学校

家庭 地域

それぞれの立場を生かして育てていきたい

学校も大切！
家庭も大切！
地域も大切！



求められるものとは・・・

◆こらからの時代を生き抜く力の育成（学校だけでは得られ

ない地域・経験・能力）

◆地域住民が自ら地域を創っていくという「主体的な意識」

への転換

学校と地域の連携・協働が必要



コミュニティ・スクールとは

コミュニティ・スクールとは、地域の力を学校運

営に生かすために、教職員や保護者代表、地

域住民の代表からなる「学校運営協議会」を設

置する学校のことです



学校運営協議会とは

法律に基づき教育委員会により任命された委

員が、一定の権限を持って、学校の運営とその

ために必要な支援について協議する合議制の

機関のことです



学校運営協議会の主な３つの役割
（「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第４７条の５）

①校長が作成する学校運営の基本方針を承認すること

②学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述

べることができる

③教職員の任用に関して、教育委員会規則で定める事項について、

教育委員会に意見を述べることができる






